
●等級等ごとの職員数の公表（令和６年４月１日現在）

①行政職給料表の適用職員

（人） （％） 補職名 （人） （人） （％） 段階

主事 79

技師 32

一般職（消防） 61

計 172

主事 78

技師 31

一般職（消防） 53

一般職（消防再任用） 6

計 168

技師 2

主任主事 224

主任主事（再任用） 4

主任技師 108

主任技師（再任用） 2

一般職（消防） 93

一般職（消防再任用） 3

係長 4

主査 17

計 457

係長 227

主査 477

一般職（消防） 43

計 747

課長補佐 186

副主幹 19

専門官 22

計 227

課長補佐 19

課長 63

主幹 37

計 119

課長 9

主幹 1

次長 34

副部長 15

副理事 1

計 60

部長 21

理事 5

計 26

合　計 1,976 100.0
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168 8.5
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26 1.3

227 11.5

119 6

60 3

内訳合計

172 8.7

職制上の段階
等級

１級 定型的な業務を行う職務

２級 一定の知識又は経験を必要とする職務

級別職務分類表に規定する
基準となる職務

３級
１　係長の職務
２　主査の職務
３　高度の知識又は経験を必要とする職務

１　高度の知識又は経験を必要とする係長の職務
２　高度の知識又は経験を必要とする主査の職務
３　特に高度の知識又は経験を必要とする職務

４級

１　課長補佐の職務
２　副主幹の職務
３　専門官の職務

５級

６級

７級

８級
１　部長の職務
２　理事の職務

１　課長の職務
２　主幹の職務
※課長補佐について経過措置あり

１　副部長の職務
２　部次長の職務
３　副理事の職務
※課長・主幹について経過措置あり

776 39.3
係
員
級

110 5.6
課
長
級



②医療職給料表の適用職員

（人） （％） 補職名 （人） （人） （％） 段階

計 0

医長 1

副理事 2

計 2

合　計 3 100.0

合計 内訳

１級 医師の職務 0 0

等級
級別職務分類表に規定する

基準となる職務

４級

１　保健所長の職務
２　診療部長の職務
３　特に高度の知識又は経験を必要とする
　　課長及び医長の職務

2 66.7

２級

１　課長及び医長の職務
２　副医長の職務
３　比較的高度の知識又は経験を必要と
　　する医師の職務

0 0.0

３級
高度の知識又は経験を必要とする課長
及び医長の職務

1 33.3

部
長
級

0 0.0

2 66.7
次
長
級

1 33.3
課
長
級

―

課
長
補
佐
級

0 0.0
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